
分類名〔経営〕

稲作経営における作業別費用算出システム

農業センター

１ 取り上げた理由

本システムは，普及に移す技術（第73号）参考資料で「稲作経営における作業別料金算出システ

ム」として，公表している。

農業委員会や地域農業改良普及センター及び農業者等による本システムの利用を踏まえ，現場の

ニーズにほぼ応えられるシステムとしてバァージョンアップできたので，参考資料とする。

２ 参考資料

１）基幹３作業費用算出支援（耕起，代掻き，田植，刈取，乾燥，調製作業）について，数式の入

っていると ころに，実際の作業面積の入力，修理費･車庫費の実数値入力等した場合に数式が消

えるので，元の数式に戻す機能を追加した。（図－３）

２）水田の農地及び作業の流動化を支援する機能を追加した。（図－２）

３）水稲の育苗費用の算出を支援する機能を追加した。（図－４・５）

４）基幹３作業以外（肥料散布，堆肥散布，防除等）の費用を算出するシートを追加した。(図－

３）

５）圃場面積別の作業費用設定及び作業の費用と作業料金の額が一致する損益分岐面積も表示する

ようにした。(図－３）
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図－１ 作業別費用算出システムの概要
３ 利活用の留意点

１）個別経営体及び組織経営体の自己所有機械の作業の費用の算出・試算ばかりでなく，市町村で

定めている標準作業料金設定の際の裏付けとしても活用できる。庭先で聞き取りをしながら，パ

ソコンを操作し，結果を表示できるので，手軽に農業者の支援ができる。

２）年利率，燃料単価，労賃単価等農業会議の設定資料を参考にする。

３）表計算ソフト MS-OFFICE EXCEL（エクセル）を使用する。

（問い合わせ先：宮城県農業センター営農機械部 電話０２２－３８３－８１２８）



４ 背景となった主要な試験研究

１）研究課題名及び研究期間 革新的営農システムの確立（平成８年～平成12年）

２）参考データ

損益分岐面積表示 作業面積自動復帰ボタン

ほ場作業量算出ボタン（ほ場面積別対応用） 修理費車庫費計算自動復帰ボタン

図－２ 基幹３作業以外費用算出の画面

図－３ 利用権設定金額等との比較 図－４ 規模別育苗料金算出結果

３）発表論文等
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